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ヒト骨髄間葉系幹細胞（bone marrow mesenchymal stromal/stem cell, BM-MSC）
は、骨芽細胞及び脂肪細胞への多分化能を有する組織幹細胞であり、造血幹前駆細










た。2 日間の骨分化刺激を受けた BM-MSC との共培養では、骨髄球系細胞
（CD11b+/CD33+/CD14+細胞）が増加していた。 
 そこで骨分化誘導初期段階の BM-MSC（early osteoinductive BM-MSC, 
e-MSC）の遺伝子発現をマイクロアレイ解析した。骨分化誘導を受けていない
BM-MSCと比較し、2日間の骨分化刺激を受けたMSC（e2-MSC）では 973個、
5 日間の骨分化刺激を受けた MSC （e5-MSC）では 1331 個の遺伝子が 2 倍以上
の発現変化を示した。クラスタリング解析では e2-MSC と e5-MSC で遺伝子発現





討で C-X-C ファミリー遺伝子の多くが発現を増加させていた。一方、C-X-C ファ
ミリー遺伝子の CXCL12の発現は著明に減少していた。e-MSCは、SOX-2などの
stemness関連遺伝子発現は低下しておらず、脂肪細胞への分化能を有していた。 
 最後に、e-MSCが in vitroで造血細胞の増殖と分化を支持するという現象が、in 
vivoでの造血促進に応用できるかを検討した。骨髄移植モデルマウスにおいて、in 
vitro と同様の薬物的な骨分化刺激を加えた。コントロール群は 6 匹中 2 匹が死亡
したのに対し、薬物投与群ではすべてのマウスが生存した。投与群は移植後 10 日
目の白血球数、ヘモグロビン値が有意に高値であった。 
 以上より、e-MSC がヒト BM-MSC と前骨芽細胞の間の分化ステージにあり、
造血細胞の増殖と分化を強く支持する細胞集団であることが示唆された。遺伝子発
現解析では遊走と接着に関連する遺伝子発現プロファイルの変化を伴っていた。特 
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